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§文化社会学的側面の研究条件
（紀要10に続く）

皿　体育とパーソナリチィ体系一

（4）パーソナリチィ形成に対する体育の影響

〈パーソナリチィ研究と文化の認識〉　人間が生物学的な個体として生れて来ると，や

がて社会化の過程においてパーソナリチィが形成されて行くのである。この事柄は，幼児

が生命を保持するに必然的に成人の庇護による外ないということ，人間として生命維持に

必要なものを獲得して社会生活に適応する手段として成人（社会）と交渉することであ

る。

従って，パーソナリチィ形成の過程において能動的（形成して行く）であれ，受動的（形

成されて行く）であれ，要するに社会との交渉過程の面をとりあげるべきである。すなは

ち動物的段階から脱して次第にパーソナリチィを形成して行くのは，個人が人間社会にお

ける規範や価値を学習することによって次第に社会化されて行く過程であるということで

ある。従って，パーソナリチィ形成の過程と社会化の過程とは全く背腹の関係にあると見
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ることができる。

このときパーソナリチィ形成には，生物学的な面と社会学的な面の条件を考慮にいれて

パーソナリチィを構成する諸要素を検討してみる必要が生ずる。

社会の生活が文化というものの存在を意識することによって向上する老，のであるという

観点にたてば，近代における科学上の発展の中で最も重要なものとして取り上げなければ

ならない事柄の一つは，文化を認識することが出来るようになったということであろう。

しかもこの文化意識というものは，自分の社会と他の社会との習慣を対照してみる機会を

得たとき初めて理解することができるのであって，他の社会の文化を知らないものは自分

の社会の文化を理解することは困難である。すなはち自分達のもつ文化及び文化の内容を

認識し評価するためには，優れた客観性を持つことを必要とするということである。

然し，近代では自分達人類が生活し活動し発展する舞台は環境であり社会過程における

交渉であって・かつまたこれらが大部分文化によって決定されていることを認めざるを得

ない・従って・研究の対象を個人く単一文化の枠内で育った〉に限った場合に人間の本質

として得た概念は，必ずしも真実に近いとは言えないのである。

行為の根底にある動因や動機の問題ばかりでなく，ある種の行為には本能が適用され，

しかも文化的諸条件から直接導き出されると考えている。学習の結果によって得たと考え

られるような行為を説明する場合にも，しばしば本能と云う言葉が持ち出され，本能論に
@　　　　　　　　　　　　　　　1）も多くの混乱が見られるようである。然し今日では他の社会とその文化に対する知識を蓄

積することによって・生得的なものと学習の結果得たものとが（生得的動因と多くの酒在　　　　　※

的学習能力）存在することを知って・真実に接近したものを把握することも可能になると

いえよう。

しかしながら・パーソナリチィの観察・資料の記録などにも今日なお多くの困難が伴な

うものであるから，徽できる酬を作財ることは今日の社会で姻鞭ある1）われわ

れはなおその場の観察と・観察者の主観的な判断とに殆んどゆだねなければならない現状

だといってもよいからである。

〈パーソナリチィ形成における体育集団の構造特質による影響〉　社会によってパ＿ソ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）ナリチィの規準が異っていることは誰でも疑いを持たないところである。ところで，ある

一つの社会はパーソナリチィの規準を一つもっていると考えるか，またての社会内の集団

にそれぞれ結びついている異ったパーソナリチィの規準を一つもっているかという点に考

慮の余地がある。然しこの二つの考えを調和させた考えを持つことは困難な事ではないの

であって，一社会内における高度に一般化された特定な行動，価値態度体系は，個人の特

定な反応の根底をなすものであり，これと同様に分有される価値，態度体系は単純な外面
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反応（身分，性別にむすびつく幾つかの異った外面的行動）として異った形式の中に反映

すると見ることが出来るのである。

このようにパーソナリチィにおける一般的反応，特殊的反応の規準は，共通の要素とし

て緊密に組み合わされた一つの綜合体を形成するものであると見ることが出来るから，全

体として，その社会のもつ基本的パーソナリチィ型をもつと呼ぶことができるのであって
S）

ｻれと同様に，社会内で区分されたいくつかの諸集団のそれぞれに結びついた反応の綜合

体が附加的に存在しているという考えに他ならないのである。

社会のメンバーに共通の思想と価値を与え，共通の状況下においては一致した情緒的反

応を示し得るようにさせようとするのは，上述した綜合体の存在をもって論ずるよりほか

ないのである。体育集団が特殊的立場をもつものであり，社会集団の選択的文化であると
@　　　　5）
lえるとき，チームに流れる一連の共通要素く一般化されたチーム自体の価値，態度体

系〉を根底として諸反応を形造ることになる。しかも体育集団が同志的集団であったり，

目的的集団である場合においては，その社会過程には能動的なパーソナリチィ形成の過程

を見ることができるのであって・集団の成立や人間関係，社会過程，行動様式が，特殊的

な反応の結果必然的に起る共通的な価値体系を作ると見るぺきである。従って体育集団の

構造特質とその機能によって，いよいよ高度に一般化されくその集団はパーソナリチィの

規準を一つだけ持っていると考える〉た態度と反応を示すに至るある程度の特定性を持つ

ものであるといえよう・これは集団の凝集度が高ければ高い程特殊化の傾向を持つと考え

るものであり・この成員達が個々に分有する外面的行動のいくつかの異った様式があると

してもすぺて一定の型によって表現され，一般的反応に吸収されて，パーソナリチィの共

通の要素としてチーム本来の基本的パーソナリチィ型を造ることになる。

凝集度の高い体育集団であるほどその集団は成員の行動を支配したり統制したりするも

のと考えられ・これがまた社会的意味の文化の圧力となって行動規制の基礎となり，集団

の体系や構造を説明するものとなる。この事はまた，パーソナリチィの構造と社会体系の

構造を平行論的に説明しようとするもとでもある。

体育集団の目的・構造と機能の特性を一律に論ずる事は不可能であるく茨城大学紀要8

第一編P・173＞が・すでにある点において観察できるような遊戯集団，体育集団のもつグ

ルーブモラル，社会的道徳的問題意識，行動態度の価値体系が，体育的集団に共通に流れ

る一連の要素として基本的体系を形成するのであって，外面的に異った諸反応もチーム自

体の一般的反応に吸収され，体育集団や特定チームのそれぞれチーム本来のパーソナリチ

イ型を造り上げることになる。

この点で体育目的的集団と附加的・附随的目的・機能をもった体育集団とでは自らパー
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ソナリチィ型を異にする面を考えなければならないのであって，それと同時にそれらの集

団内で区分される諸集団のもつ反応も附加的に存在しているものであるとも見るべきであ

ろう。

殊に体育集団の特殊性はチームの成員がすべて全体の目標を目指して統一され，チーム

を自己と同一視するものであって，グループモラルと集団内の人間関係は相互依在の関係

でくモラルとは集団内における自発的凝集である；リピット〉高いモラルを示す体育集団

では成員の関係は親和的・協力的であるといえるのである。

体育的活動が集団的に行われる場合は，当然人間関係が社会的問題の解決や社会的発達

の努力や行動一態度と関連して起って来る。個人と個人，個人と集団，集団と集団の間に

おいて生ずるあらゆる場面く結合，対立，従属〉が集団内における成員の直面する行動支

配の条件となる。体育集団においては，基本的な問題として協同（結合）・競争（対立）

・指導（従属）の関係がいろいろの立場や関連く直接的・間接的，緊密・疎遠，現実・想

像，身分・役割，年令・性別など〉において関心の中心となるものであって，体育集団が

より多く直面する具体的な協同的活動の経験をとおしては協力的態度や行動の反応過程を

学び，競争的活動に直面しては勝敗に対する態度やフェヤプレーの態度や協同と競争の関

連的認識の機会をもち，強制と協力を行動基準としては従属に関連した体育活動を考え，

あるいは経験する機会を多く持つものである。集団生活に必要なるが故に相互の理解と協

力を認め，権力や力の故に行動基準の中に受け入れられるく従来，体育活動では強制道徳

を強調する考えのあることを批判されるむきもあった〉のであることを学ぶことによって

規則が集団生活に必要であることを認めるであろう。

体育集団の特殊性の問題は，体育活動における社会発達の問題でもあり，休育における

パーソナリチィの形成の問題でもある。この文化としての体育集団あるいは文化としての

パーソナリチィが，いかにして社会集団としてまた社会的態度として転移するかという事

が問題点であり，現実にいかに行動基準として反影し価値＝態度体系を形成しているかと

いうことである。どうあるべきかという理想的パーソナリチィの形成を要求する以前に研

究されるぺき課題である。

〈生理学的面での影響〉　パーソナリチィの構造的諸要素に生物学的条件と社会的条件

との二つの面で検討してみる必要を考えるのであるが，根本的には，パーソナリチィは佃

人が経験の結果によって形成して行くく経験に対する諸反応の綜合体である〉ものであ

って，しかもこの経験とは，個人とその環境との相互作用によってなされるものであるか

ら，個人の欲求と環境への適合は絶えず不満や不均衡の間で惹き起されて発展するもので

ある。
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人間は遺伝的，生物学的な基礎をもって生まれて来るものであるが，不均衡を均衡化す

るための活動，不快を快と感じ，あるいは緊張を解消にむかわしめるための活動は必然的

に惹き起される。主観的にはしばしば不快と感じられるものがいつもそうであるとは限ら

ないのであって，全然気付かない身体内の原因不明のある化学変化にその源を発する場合

もあれば，漠然とした欲求の場合，特殊なものに対する欲求の場合もあって，それに伴な

う行為は身体的状態によって起るということができる。このような動因は，生得的なもの

もあれば学習の結果得たものもある〈潜在的学習能力をもつ〉と考えられる。

すでに論じてきたように，どの点が社会的影響によるものでありどの点が生得的影響iに

よるものであるかを区別することは不可能であるから，生理的因子く身体の構造や生理的

発達過程〉による範因を限界づけることは至難のことである。しかるに，個人の生得的資

質というものは，個人の経験の範囲やその種類に影響を及ぼすところが大きく・しかもパ

一ソナリチィが個人の経験の結果的発展によるものであるという立場に立てば，身体的に

丈夫な者と病弱なものとでは，その経験の度合においても種類の点でも全く異ってくる。

また知能の点においても全く同様のことが言えるのである。

同一の体力と知能を持った者でも，与えられた状況が異なりあるいは彼に与える環境的

条件に対する反応活動く経験の種類〉によって全く異った経験を引き出す事もできるので

ある。三人の等質者も，一方ではチームのリーダーとなり，一人はチームの単なる部員と

なったとすれば，この二人の経験やその結果おこる反応綜合体くパーソナリチィにつなが

るもの〉は全く異ったものとなるであろう。また他の一人は適当な集団活動をなし得ない

環境にあったとすれば，なおさらその比較は因難なものとなるといってよい。

従って，個人の生得的資質はパーソナリチィ形成に大くの影響を及ぼすものであるが，

しかも，その影響の種類は環境的因子によって大きく左右される。これを考えるに，個人

の生得的資質と環境的因子といずれをも優位において論ずぺきではないのであって，むし

身体活動のもつ大きな役割は身体の成長と発達の促進である。そして身体的発達を促進

する因子を考えてみると遺伝的因子（生物学的遺伝～遺伝原質，社会的遺伝～食物・衣服

・病気・遊戯や練習・学校・家庭・遊戯場分，内泌線，自然環境，社会的条件（経済的・文

化的条件）をとりあげることができる。しかも，これらの諸因子のもとで，個人が成長発

達し得る最大限度まで発達させること，すなはち，生得的に得た能力を最高度に進展させ

る努力が身体活動に課せられた課題であり，体育の掲げる大きな目標の一つである。そこ

　　　　　」ﾅ，この生得的な諸要素（生理学的因子）がどれだけ個人のパーソナリチィ形成に影響を
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及ぼすものであるかに関して，信頼できるデータを得るための研究活動がなされなければ

ならないのであって，この点でも重要な課題を提示している。

われわれの知る民話の中にも「氏より育ち」「高貴な．血に生れると下賎の生活に在って

も気品がある」などは，古い世代から語り伝えられたものであるが，ここでも検討しなけ
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）
黷ﾎならない問題をもっているようである。このように生理的な因子によって，パーソナ

リチィがどの程度決定されるか，そしてそれがく生理的な決定要素が〉どの程度に遺伝す

るものであるか，また，このような生理的な決定要素は，基本的パーソナリチィ形に影響

するほど広く一社会のメンバーに分布され得るものであるかに関して実証的な科学的処理

も望まれるわけである。

1．個人の生得的な資質は，パーソナリチィに影響を及ぼすものではあるが，然し，環

境的因子によって大きく左右されるものである。すなはち，生得的な因子と環境的な因子

のいろいろの組み合せは常にある種の基本的態度の発展をもたらすものであって，体育の

掲げる健全な身体活動～社会生活は，健全な経験とそれに伴なう優れた反応において認め

ることが可能である。実際，体育の教育活動では，この目的のために体育活動のもつ多く

の機会を安定した基本的態度の発展にむけんとしているのである。

然し，生得的な因子は，個人の経験に対する反応の綜合体くパーソナリチィ〉を形成す

る幾組かの因子のうち，その一つであるというに過ぎないであろう。個人の気質というも

のを考えてみても生得的（生物学的）なものか環境的なものか，その両因子の相互作用に

よるものであるかを明らかにされてはいないのであるQまた，誰でも学習と訓練を受ける

能力を持っているのであるが，そこには個人差による結果の成果というものが生ずる。こ

れを心理学的・生理学的な限界として推測することはできても，それがいずれの因子によ

るものであるか明確な判定を得ることは不可能である。

2．個入の心理学的能力に対して生理学的な因子がある程度これを左右するものである

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ﾆ考えるならば，この点で「生理学的決定要素はどの程度遺伝するものであるか」と云う

問題がおこる。

　心理的能力に対する制定は，外面的な表示によってなし得るものであり，しかも外面的
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）
¥示は経験によって影響されることが大である。心理的能力が生理的因子のあるものによ

るとすれば，そのは遺伝によって影響されるとも考えられる。また，心理的能力の問に明

らかに水準の差異があるということは，遺伝を認めることに疑問を生み，同時に個人の遺

伝がわかっていてもその能力を予見することは至難なわざとなる。従って，個人の能力に

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ｳ限の差異があるということは，それが遺伝によるものであると断定することはできない
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のであるから，ある特定の水準く能力の基礎となっているもの，すなはち生理学的因子〉

はいろいろのしかもそれぞれいくつかの遺伝原質が組み合さってできたものであるとする

ことができよう。

体育では，それぞれ個人をその許される最高度く遺伝原質のゆるす最大限までのばすご

と，生理学的恕限界〉に発一揮する作業を進め，遺伝的因子が複雑にしかも効果的な組み合

せによって，望ましい問題意識や態度と価値体系のもとに豊かな経験と反応を生ぜしめる

ように企図するものである。

3．然し，繰返して述べるように一社会における基本的パーソナリチィ型が遺伝の影響

を否定することはできないのであって，ある場合（結婚，長期の孤立状態．祖先の同質性

など）には明らかに外面的に平均したある水準を認めることができる。ある社会における

基本的なパーソナリチィ型は，平均によって求められるものであって，その平均値がそれ

それの社会の遺伝的因子によって異ったものとして現われるく種々の社会心理的能力の規

準性がそれぞれの遺伝上の差異によって異なり得る可能性〉ということができよう。

体育運動によって培うことのできるスポーツマンシップは，スポーツマンに共通な基本

的パーソナリチィ型をなすものといえるが，それぞれの運動種目によって培われる反応，

態度，価値体系は，それぞれ異ったパーソナリチィ型を表示するものである。人問の身体

〈遺伝原質によるもの〉に作用する体育文化としての影響は，体育的社会集団独特のパー

ソナリチィ型を形成するようになろうが，これは体育の持つ環境，経験，集団構成の場面

や人間関係などが，他の社会集団や高度に一般化された価値・態度体系と矛盾するもので

なくて，チームの持つ集団的諸条件や活動の場而は，社会及びそれに含まれる一社会内に

おける特定の反応というには，あまりにも一・般的な体育集団特性を持つというぺきであっ

て，ここに表示されるパーソナリチィは，いわゆるパーソナリチィの綜合体として他の社

会，すなわち日常の社会生活に直結した場につらなるものであると見ることができよう。

〈体育的環境による影響〉　遺伝的因子もパーソナリチィ形成に当って果す役割につい

て決定的な条件てあるとは説明し得なかったのであるが，これに対照した説明は環境であ

る。すなはち，社会のメンバーが成長してきた社会環境の相違によってそれぞれ異なった

パーソナリチィが形成されると考えられるのであるQ

パーソナリチィを形成する環境的因子は人間と事物である。ところが，ある社会メンバ

一の行動も，使用する事物もその形体も，ともに定形化されたもの，あるいは一定の文化

型として認めることの出来る存在である。この意味からすれば，発展しつつあるパーソナ

リチィは，ある文化によって形成されるということになるのであって，この定形化された

文化に対する接触から，個人の経験と反応の綜合体としての基本的パーソナリチィ型を造
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り上げると兄ることができる。

体育文化の定形化された活動は，独特な動因や行動反応の規準を形造るであろうし，定

形化された環境や施設・用具・資材は人々にある種の活動（特殊化された反応がもたらす）

を惹き起させることになる。

このように事物が（物質文化）及ぼす影響と人間及びその行為（行動の文化形また精神

文化）の及ぼす影響の二而を考えるけれども，これを主体の側から見るときにおいては，

パーソナリチィの発展途上にある場合くパーソナリチィの形成過程〉に対して，文化の影

響を次の二面に要約して考察することができる。

（1）主体に対して作用する他の個人の行為が，文化型に従って行われる場合②主体が

その属している社会の特徴ある行動型を観察し，それに従うく観察，記憶・批削，欲求〉

場合である。

他の諸作用は幼時において影響するところがはなはだしいであろうし，このような直接

子供に向けられる作用（文化型に従った行動）は将来において習慣的反応を形威すること

になると見るぺきであり，また，自己をとりまく環境の特殊な行動型の観察やそれに従う

ための訓練は，自分の行動型を形威するために多大の影響を及ほすものであるということ

ができようQ

このようにパーソナリチィの形成は，定形化された文化の接触から，個人の得る経鹸に

よってなされるものであるということは疑う余地をもたないのである。

体育文化として特徴を持つ行動型や用具の形体・心理的な情緒反応・集団過程・人間関

係，身分役割などは集団内における文化的因子としてパーソナリチィの形成に及ぼす作用

であると説明することができるのである。

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

P）　動因一欲求と同様に，生得的ななものと学習の結果得た習得的動因の二種類

※　人間は生物学的個体としてうまれ，社会化の過程においてパーソナリチィを形成して行く。潜

在的能力（生物学的・遺伝的な構造と機能）とくに刺戟感受の能力，刺戟反応の能力，学習の能

力を有し云々（社会学講座，1巻，P．165－166

2）Rorschach　test（1921に発表されたプロジェクチブ・テクニック〈投射法とも云う〉によるパー

ソナリチィ診断テスト）

性格の内面にあって十分自覚されない感情，欲望，動因の便向性を大まかな不明瞭な刺戟を与え

て反応を洞察し解決することによって測定する。（社会調査ハンドブック・安田三郎一1960有斐

閣，社会心理学の基礎一1959　中山書店，ロールシャッハーテスト・心理診断法双書一1958　中

山書店）

3）（1）社会によってパーソナリチィの規準が異なること

②一社会のメンバーのパーソナリチィには，常に相当の個入的差異が見られること

⑧すべての社会を通じてこの差異の範囲が類似しており，また殆んど同じパーソナリチィの類
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型が見られること（Ralph　Linton文化社会学入門・清水・犬養訳P．157－1958創元社）

4）勇敢な態度を分有するチーム内メンバーも，その行動は自ら異なった反応を見ることができる。

個人，性別，身分，役割，チームの価値一態度体系によって態度と結びついた行動といえども必

然的に異なったものとなろう。

基本的パーソナリチィ型と呼ぶ綜合体は，社会のメンバーに共通の思想と価値を与え，共通の状

況に対して一致した情緒的反応を示し得るようにする。

5）　紀要10：社会的態度の概念参照

6）社会学の基礎理論（上）ピティリム・A・ソローキン（鷲山丈司訳）P．36参照

7）外面的表示は，常に個人の過去の経験によって影響されるものである。従って優れた知能テス

トても，異った文化背景をもつ集団に適用するときは満足な結果が得られないと云うのは，個人

の生得的能力が純粋に発生学的な研究的方法から確定され得ないのはこのためである（前掲，文化

社会学入門P．166）

。　社会学の基礎理論（前掲）第二章　社会学の発達・参考

IV　体育とマスコミュニケーション

（D　マスコミの体育に対する影響

さきに紀要9において，体育の文化社会学的立場から，マスコミュニケーションを扱う

とき，体育とマスコミュニケーションの関係を社会変動や社会問題として取り扱う場合と

企業体として集団社会的立場から研究する事もできることに触れているが，mass　comm

unication（大衆伝達）が種々なる文化の形成と伝達に大きな影響を与えるものであり，現

代の社会行動を理解する上から欠くべからざるものであることは諒解に難くないところで

ある。

個人の欲求・思考・感情の伝達（personal　communication）交換にもまして，集団意見

として不特定の大衆に影響を与えるマスメディア（rnass　rnedia媒体）の発達は，コミュ
@　　　　　　　1）ニケーション効果として受け手の社会行動に反響するところ大である。このことは，個

々人の理解に応じた受け取り方と反応の仕方を示すことを建前とするものであるが，現代

マスコミにおいては，一方向性（一方的と云うぺき形態）をもって次々と迫って来る。従

って，受け手の各々にその欲求，観念，感情の表現に当って，正しい反応を示す暇を与え

ない、与えられた情報をたしかめる余裕を持つことすら出来ない事態を惹き起す。そこで

個人がその送られた内容を，各自の理解に応じて受け取り内容として受け取ることが出来

ず一方的に受け手の心情に喰い入って来る。

最近のように，マスメディアに商業性が加わって来ると，受け手である大衆の関心に適

合することのみに重点がおかれ，そのことのみが一層望まれるようになり，マスメディア

と大衆との関係を一方向的な連けいにおいて結んでしまう。そして，商業主義は大衆の要

求に迎合（適合）すべくセンセーショナリズム（sensationalisrn）な情報の提供によって
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受け手の欲求は，ますます歪んだものとなってしまうのである。マスメディアの商業的競

争は真実をはなれて情報を捏造し，受け手を迷わせて不合理な行動に拍車をかけることす

ら起り得るのである。

体育就中，スポーツとマスコミの関係は，現代社会の産物として特筆すぺきものである

が，勿論その実態は社会の構造の差異によって異なるであろうし（文化と称するものの質

的差異もあろう）媒体であるマスメディアの普及状況によっても異なってくる。

殊に，マスコミと商業主義との切り離し得ない関係は，体育スポーツをいかような立場

において報道し，いかような情況のもとにおいて媒体たらしめるかという面で，問題を掲

げている。

交通や通信の発達に加えて言論の自由が拡大され，地理的な閉鎖性（限られた地域）の

打破によって，所属する集団における安定感や所属意識を弱体化し，また階級的な閉鎖性

（身分や地位の上下）の打破によって，上層から下層（下向性）への命令要求を批判し反

省する機会を得たといえる。このごつの立場は，集団成員の連帯意識を弱め，階級意識の

もとに立つ連鎖性をなくするものとなっている。

過去においても，体育・スポーツの集団が資本主義社会や封建社会の影響る受けたこと

は見逃せない事実であり，体育活動やスポーツの文化人類学的発生学的要素を，そのまま

現代スポーツに当てはめて論ずることは満足されない面を生じてきた。’マスコミは，資本

主義社会のもとで急速に発達したものであり，封建社会で行われるマスコミュニケーショ

ンの姿と，現代のマスコミュニケーションの姿とでは自ら異ったものを持っている。

体育スポーツの集団では，成員が集団内における安定感や所属感を強くもち，連帯意識

を強める事を要求する場合が多く，ある時は集団内の地位や役割が階級性を保持し，封建

社会的集団を形成してきた。またこのことが，ある種の優越感となり，排他的閉鎖的な集

団意識の育成へと発展することにもなるのである。しかし，現代スポーツは資本主義社会

の影響を受けるところが大であるとすれば，封建社会のもとに発達したスポーツとは本質

的に異なったものであるという仮設をたてることができる。

絶対主義国家が生まれて，国家権力が増大することで，マスコミの国内統一がなされる

と，地域的閉鎖が除かれて国内的拡張が起るが，同時に国家権力による統制弾圧が厳しく

なってくる。然し，近代国家においては，言論の自由が拡大されると全体社会の中でマス

コミの果す役割は重大となる。そこで，体育・スポーツ集団の集団成員の役割や集団経過

集団凝集の度合，集団機能など小集団意識に対して開放性を持って反響してくるマスコミ

の役割が，どこの点で交錯しているか，どの点で衝突し反機しているかについて考察する
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必要も起ってくる。ましてマスコミによって受ける影響を大さく担っている体育やスポー

ツにおいておやである。

（2）　スポーツとマスメディア

マスコミュニケーションが現代産物であり，マスメディア（mass　media）に商業性が強

くなったということは，受け手である一般大衆に迎合すべく受手側の要求や関心に適合す

る事を一層必要とする。この点で，書籍，雑誌，新聞，映画，ラジオ，テレビジョンの普

及発達に応じて記事，番組の編集や構成に大きく影響を与えることになる。

然し，体育やスポーツにおいては，本来の姿が人間の本能的欲求発生によるものであり

表現される情意や技術が大衆の生活活動に伝波し共鳴し得る可能性を持ったものであり，

各個それぞれに内容を理解し，楽しむのに社会的水準に（知能，意識，階級差に応じた区

別なしに）適応する配慮によって提供しなければならないような情報を必要としないので

ある。

殊に，電波によるラジオ，テレビジョンの普及は，電波文化へと移行し，大衆に与える

影響と滲透力をますます増大してきた。例えば，NHK放送文化研究所が，ことし初めて

実施したテレビ番組の聴視率調査結果が発表されたが，その番組の種類別に平均聴視率を

比較すると次のようである。

①　スポーツ＝11．7％　　　②　娯　楽＝11．2％　　　③　報　道　＝5・2％

④　教　養　＝4．5％　　　⑤　教　育　＝2．8％　である。次に教育テレビも含めて

NHKの全番組について人気のあるものベスト20番組を種類別に分類すると，娯楽番組12
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）スポーツ関係4，報道関係2の構成になっている。

このような傾向は，書籍，雑誌，新聞においても例外でないであろう。今やスポーツは

今日の社会における共通話題であり，関心事であり，また，現代の課題として考えられる

@　　　　　　　3）
抹ｿに生長している。

スポーツの文化領域は，一地方，一国家の範ちゅうから脱皮し，全大衆社会，国際社会

の共通文化として飛躍を遂げるのみであって，常にその時代の社会意識やイデオロギーを

形成し，人々の心情に触れては人間性の自覚を喚起し，生命力と活力の糧となるのであっ

て，この時代の最も新鮮な感覚（現在的感覚）として，われわたの生活の中に大きな比重

をもつに至っている。

（3）　スポーツとマスコミの機能

現代社会においては，スポーッの地域的な閉鎖性は一応破られてしまったと見ることが
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できる。印刷，報道，電波，交通の発達によって，広範囲にわたるマスコミの開放性が，

スポーツの普及と大衆性を育成する事に重大な働らきをしている。マスコミュニケーショ

ンの内容に階級的なイデオロギーの相違が見られず，封建社会に見られた身分的な相違に

よるコミュニケーションが除かれるようになってきたことは，話し言葉や書き言葉にも共

通に理解できる程度の内容や形式がとられるようになったことである。

報道の機能は，正確なニュースと解説を伝える事にある。そして受け手の知識水準を高め

ることもできれば彼等の意見を反映させることもできる。あるいはまた民衆の意見を発表

する機会を提供することも可能である。然し速く，正確でしかも信頼性のおけるものであ

るとのみは限らないのであって，送り手の意図やテクニックによって相手に与える印象も

違ってくる。また，真実味の点から考えても，不注意や誇張やセンセイショナリズムなど

から真実を欠く報道も起り得るのである。

特にラジオ，テレビの普及は，印刷物を媒体とする報道の役割を減少して来た。すなは

ち安易な解説性に重点をおき，また娯楽性の記事のために大くのスペースをとってスポー

ツや娯楽，映画，演劇などにかたよって行くようになる。速く，正確で，真実性があると

云う点では，ラジオ，テレビに及ぶものはないが，印刷物の中でも活字の部分よりも写真

の部分を多くするような傾向になって来るのは止むを得ないことであろう。

スポーツのもつ大衆性（近代性）は，マスコミの影響を受けることが大きいから口艮道

性と解説性の二面において受け手である民衆に真実を速く報道すること，正確な解説をほ

どこすことを必要とする。このことはスポーツのもつ普遍性によるものであって，その内

容に知的水準による操作を加えて内容の構成を考慮する必要がおこらない。すなはち伝え

られたものはそのまま媒体となって民衆と結びつき解け合うことができる。

然し資本主義社会の中においてmediaに商業的要素が作用すると，報道や解説に変化

の興味やセンセーショナリズムな誇張が加えられて，言葉も面白く真実から離れた憶測や

感情を交えて受け手の欲求を満たそうとするようになる。このような傾向は，娯楽化芸能

化の面のみに努力が払われて資本主義や企業性と結びつき，本来スポーツのもつイデオロ

ギーを変貌したものとなって現われ（これが近代的スポーツの本質というぺきものか…）

企業と結びついたスポーツとなって多くの問題をかかえてくるのである。

アマチュアがマスコミの作用を受けて，いつの間にか商業的メディアの役目を果すこと

になり，プレーヤー自体が将来プロ化の足場と考えるようになり，職業選択の好条件と考

えたりするようになる。資本家や企業家は，民衆にうったえてはスポーツに対する社会意

識を自分達の都合のよい方へ（利潤をあげるのに都合がよい）導いて行こうとする。この
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雰囲気はプレーヤー自体を不健全にし，観衆の欲求を異常な刺戟に導き，スポーツのもつ

精神文化体系を不安なものとし，社会集団における各分野において集団のモラルを健全に

保つことを不可能とするのではないか，という危櫻の念を孕んでくる。

然し，反面においては，コミュニケーションの効果を利用して権力に対する批判を行い

封建制度に対する意見を表明し，民衆にアッピールして社会的機能として活用することが

できるのである。

マスコミュニケーションによって民衆に与える教育機能も今日ではますます広く深くな

って来た（この点はかつてよりパーソナルコミュニケーションを通じて行われるのが原則

@　　4）
ﾅある）

殊にラジオ，テレビの普及は，近代に視聴覚教育の波を起し，観念的なものから感覚的

感情的なものへ，活字による抽象的なものから音や映像によるイメージ（irnage）を通じ

て行われるようになった。この点では視聴覚教育はその大きな役割が認織され教育の主要

なる手段として重要視されるであろう。すなはち大衆教育として人間の生活に大きな影響

を与え変革を呼びおこすことによって，マスコミュニケーションの効果が発揮されるので

ある。今までのコミュニケーションによる表現の手殺は・音や映像を通して行われるもの

とは異った性質を持つものであった。ところがラジオやテレビは大衆を合理的な態度と行

動に導く手段となって，科学や芸術やスポーツに新らしい世界と分野を切り拓いて行く。

これに加えてラジオやテレビを通じて社会的なアピールを求め大衆説得の機能を利用して
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
ﾐ会問題についての合理的な態度や行動をとらせるようになる。

ある状況に応じて特定の態度や行動を起させ，マスコミュニケーションの効果をあげる

ためにいろいろのテクニックが工夫されなければならない。すなはち，内容，力点，クラ

イマックス，送り手受け手の複雑な条件などが考慮されるのである。そうすることによっ

てコミュニケーション効果にいろいろの差異が生じて来るようになり，社会的アピー一ルの

仕方も教育よりも感情的な要素を含めて行われる場合が多くなってくる。従って送り手の

意図によって（問題に関する内容の説明の力点の置きどころによって，クライマックスと

煽情のテクニックによって）ある程度その効果を予測し影響を与えることができる。

このようなコミュニケーション効果が資本主義や企業主義，商業主義の好餌となって，

スポーツが社会大衆に浸透し，生活の一部となって行動や態度に影響しつつあると云う点

で問題を持つことは否定できない。

マスコミの発達にしたがって，宣伝の機能は国家的・国際的な規模で行われるようにな
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）
閨Cいよいよ洗練されたテクニックで民衆に働らきかけてくるのである。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）
ｼ接にしろ，間接にしろ，いろいろの原則に従って宣伝が行われるのであるが，スポ

一ツの持つ本能的な活動性と情意の面が送り手の宣伝テクニックに上手に利用されて，非

合理な感情や情動に訴え，受け手の欲求，知性，感情が反社会的，非生産的な生活態度に

傾倒することを警戒すべきである。

殊にスポーツはその力と美に加えて敬虞なる心理的内容を多分に包含するものであり，

受け手に与える印象も純粋にして偉大なるものがある筈である。このわかり易くてかつ印

象強いスポーツを，宣伝の用に供さんとして敢て誇張や暗示のなされることが考えられ

る。まして，総ての点でテンポの早い現代においては，その内容が純粋簡明であって形式

の一般化したスポーツ宣伝が，娯楽の面と兼ねて大きく取り上げられていることも諒承し

なければならない。

会社では宣伝のために自己のチームを編成し，国家では外交的手段としてまた国威の発

揚を兼ね合せて，競技者の記録向上に拍車をかける。マスコミュニケーションが民衆の声

としてやがて現代社会のイデオロギーとして競技者に迫ってくる。そして競技者は時代の

英雄になり，専門の分野を離れてもその光を発揮する。そして自己意識過剰になり，ある

いはマスコミのとりことなって利用されおどらされては，その個性を失い主体性を喪失し

てしまう。

このような暴力（腕力ならぬ力）は競技者（チャンピオン）の周囲（親族，縁者，コー

チャー，マネジャ，とあらゆる近親者）を手中におさめ，観衆はマスコミのマジックにと

りつかれて自己陶酔し己の声を宣伝のテクニックと混同して反省しなくなる。

以上のような事象も，その目的とする宣伝の機能によって商業宣伝と政治宣伝の領域で

考えられる。政治宣伝は，時代の社会体制によって質的に異ってくる。然し，資本主義社

会においても社会主義社会においても，未完成の社会（理想的な社会状態に到達しない過

程）では，その思想や政策をいくら論じてみてもその効果は期待できない。それよりも専

ら民衆の感情（受け手のもつ欲求不満，憎悪，恐怖，不安など）に訴え，煽動的テクニッ

クをもって受け手の集団を方向ずけ，理論的理性的根拠というよりも別の方法で欲求不満

や不安を解消することにつとめようとする。

そのためにマスコミに統制を加えて民衆の目を奪い，異った方向に感情を誘導して心理

的な混乱を与え，あるいは煽動してその機会を利用しその機に乗じて宣伝の効果をあげ，

やがて説得と教育の機能によって政治的統一に導びこうとする。

スポーツの持つ競争，斗争の場面は，民衆の社会的不安に本能的な満足感と慰安を与え
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その活動性，純粋性（公正，協力，明朗，無欲，尊敬，没我，奉仕など）平等性などの場

面は，民衆を陶酔境に夢遊させスポーツの英雄を作っては拍手を送る。

人々は思想から逃避し，スポーツマンは純粋な心で資本主義社会や社会主義社会に奉仕

する。個人の記録がマスコミによって国家の記録となり，資本主義国家と社会主義国家の

対抗となって宣伝される。この間においてアマチュアリズムが論議されブロークンタイム

ペーメントやステートアマチュアが生れ，政治領域がスポーツ領域にとってかわろうとす

るのである。

本来，政治と無縁であるべきスポーツが，マスコミの宣伝によって無批判無抵抗に社会

体制の支配を受けることに反省の余地があろう。スポーツが時代の思潮に左右されること

・　　　は史実の示すところであるが，政治宣伝の効果が恒久的なものであり得ず，スポーツマン

シップや民族の習性を変えたり国民性を左右する力を十分に発揮することはできないので

あって（かつての第三帝国主義の謳歌も，一度失敗に終るとその効果は全く消え去ってし

まった）理性的，思想的反省と政治的批判の機会を十二分に確保すべである。

商業宣伝は購買欲を刺戟し販買の実をあげるためのものであって，そのために広告によ

り，P。　R（Public　Re】ations）により宣伝しあるいは説得する。商業主義的な宣伝（反復，

誇張）が加えられて民衆を企業や事業の中に引き入れてP．Rする。相互の理解と好意を

売り手と買い手の関係におき，個人と個人，団体と団体，集団と集団成員，指導者とメン

バーのP．Rに置きかえて集団活動の実蹟をあげることをねらうのである。

有名選手の後光効果を利用したり，チームを編成して宣伝するかたわら，集団内の内部

的P．Rのためにチームを利用して集団活動の実をあげるが如き手段は，スポーツを商業

宣伝に利用するものである。

　プロスポーツの娯楽化を促進する一方，アマスポーツのプロ化をうながすことになり，
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
ｱの点で今日起りつつあるいくつかの問題は無関心で放置されない事柄に発展している。

※　会社とスポーツ

旭化成ては社業の状況から今後一年間，各種スポーツの対外競技になるべく参加しないことになった

そうである。旭化成といえば陸上をはじめスポーツの盛んなことで知られている。宮崎県など今年の

国体選手一般の部68人の中64人まで同社延岡支社の選手で，同支社から出場辞退の申し入れを受けた

県体協ては，あわてて同社に再考を求めた結果，人数を36人に減らして出場することになったといっ

ている。

この春には，神戸の川崎重工業が対外試合とりやめの方針を決めた。最近ては日本スケート連盟が

3人の選手を5ケ月問スエーデンで合宿練習させることにしたところ，そのうち2選手が勤めている

王子製紙苫小牧工場が5ケ月は長すぎると参加を断わった。事情は必ずしも同じでないが，会社とス
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ポーツということも考えてみるに値する。

レクリエーショジという言葉は，もともと「再び創造する」ということだ。遊ぶことによって気分

を新たにし，翌日の活力を養おうというものてある。会社従業員のスポーツも元来はそうであにた。

今でもその意味は大いにあろう。が，昨今はその外に宣伝ということが大きな意味をもって来た。対

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔O試合によい成績をあげることによって社名をあげる。そのことにより大くの期待がかけられるよっ

になったのである。ノンプロ野球などは特にそうてある。

それともう一つ，一般従業員の士気ということがある。選手を応援することによって愛社心をかき

立て従業員の結束に資しようというわけである。ところがこの士気も会社がスポーツを奨励すればす

るだけ高揚するというわけのものではない。選手があまり優遇されると却って反発を買うこともある。

その兼ね合いがむつかしい。

数年前，鐘紡は社業不振のとき，野球の対外試合をやめさせた。野球などやっているときてはない

．　　　　　というのだったが，これはスポーツを止めさせることによって士気をひきしめたのだった。

すべて宣伝の時代で，選手一人がセールスマン何人に匹敵するという計算もてきようが云々（1961．

9．24朝日新聞，夕「今日の問題」より）

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

P）　コミュニケーションが終った後で，受け手の社会行動に永続的な影響を与えるなんらかの効果が

およぶとき，それをコミュニケーション効果とよぶ（前掲，社会心理学入門P．154）

2）　この調査は，さる6月B日から7月4日まて，1日おきに9日間をえらび，全国の10才から69才

まての聴取者を対象として面接法で行われた。調査相手の総数は約42000人て，調査時のテレビ全

国普及率（NHK調べ）は35．6％である（1961．8．18朝日新聞より）

3）この方面の研究活動も活気を提して来つつある・鮪とマスコミ・ニケーシ・ン（」藤瓢福

岡学芸大学）テレビのスポーツ放送と受け手の分折（早川洋一氏　南山大学）は体育学会でも発表

されている。

4）教育機目旨はパーソナルコミュニケーションを通じて行われるのが原則である。受け手の知能や技

能にうったえそのパーソナリティに影響を与えることであり，その反応やコミュニケーション効果

によって一定の欲求や能力や感情を植えつけていく。

5）説得の機能も広い意味で教育に含めることができるが，受け手に特定の態度や行動を起させるこ

とであって，面と面と向って行うパーソナルコミュニケーションとマスコミュニケーショによって

行われる大衆説得に分けられる。

6．7）　前掲，・社会心理学入門P．166．167参照

参考。社会学「社会と文化」福田　直著　（角川書店）

・社会学論集「社会心理　マスコミュニケーション」　日高六郎編（河出書房新社）

。前掲，講座社会学「大社会と集団」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

。現代マスコミュニケーション・清水幾太郎他編（河出書房新社）

。前掲・社会心理学入門・南博著

。アマチュアリズム・井上春雄著（造遙書院）

※　広告と文化
前略，新聞広告をみると，ある程度その国の文化水準がうかがわれる。略，そういえば，明治の初

めころの日本の新聞にも広告は少なかった。その辺のことを考えると，たしかに広告が文化の進展を

代表している一面がうかがわれるのてある。

仙台のある商業高校の美術の先生が，新聞広告を教材として，巧みに利用している話を聞いたこと

がある。商業美術として，デザインの参考になるのはいうまでもないが，その先生の指導は，短文で

諏る力のある広散によって作文の勉弓虫もさせる・さらに働軋か電気器具とカ㍉大小企糊係
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の広告から，日本の産業の移り変わりにまで生徒たちの関心を高めてゆくということだった。

もちろん教室の中の教材として使われるのだから，先生も生徒も一つ一つの広告について，きびし

く批判し合うのである。低俗なもの，悪趣味のもの，誇大にわたるもの，倫理的に許しがたいものな

ど，いろいろの角度から検討する。いわゆる「マスコミ時代」の広告の責任はいよいよ大きくなった

ことがわかる。（1960．10．7朝日新聞・夕「今日の問題」より）

※　スポーツとジャーナリズム（sports　journalism）

1．スポーツと新聞　イギリスでは1744年6月11日発行の新聞にクリケットの広告を出している。

アメリカ新聞の3S政策の中でもとくにスポーツは1903（明治36年）のウワールドシリーズ（プロ野

球リーグ）から花々しく報道されている。日本では明治16年東京隅田川で海軍や東大のボートレース

を東京日日，読売などがとりあげ，1956年現在ては全国て約8種のスポーツ新聞が発行されている。

2．スポーツと雑誌　最も古いものは1897年（明治30年）運動界，専門書では日本山岳会の機関紙

「山岳」が1906年（明治39年），営利雑誌「野球界」1911年（明治44年）発行などがあるが，戦後では野

球雑誌が氾濫して50種に及んだのである。現在では主として野球界，べ一スボールマガジンがあり，

綜合雑誌てはアサヒスポーツその他プロ角力レスリングに関するものがあり，一般体育専門紙には体

育科教育，体育の科学，学校体育，新体育，体育とスポーツなどがあり，その他体育協会の機関紙各

種がある。

3．スポーツと放送　アメリカでは1921年にボクシングの放送がなされている。日本では1927年8

月13日（昭和2年）甲子園で全国中学校野球試合の放送が行われた（聴取範囲は大阪放送局管内）

4．各種スポーツ賞と表彰形式には次の

イ，朝日体育賞朝日創刊50周年記念として朝日賞のうち体育分野では朝日体育賞とした。

ロ，アサヒスポーツ賞　東京，大阪，西部，名古屋の各運動記者クラブ会員投票による。アマチュア

から10位まで1位を10点とし，プロから3位まで1位を3点として選出する。

ハ，毎日スポーツ賞　昭和24年制定，人員制限なく，スポーツ界に貢献著しい人を選定委員によって

選出する。

二，日本スポーツ賞（読売）昭和26年制定，各種競技団体が推薦した年度最高優秀選手を表彰する。

ホ，その他，ヘルムス賞（ヘルムス・ワールドトロフィー）全世界の優秀スポーツマン表彰，サリバ

　　　　　　　　　　ン賞（米国アマチュアスボーツ賞）などがある。（体育大辞典）
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